
                                      

                                       

                                     

                                       

 

枚方市立山田中学校 学校通信 第１８号         発行 令和２年 10月５日 校長 交久瀬善浩 

 

◆◆10 月 1 日、学園祭実施しました◆◆ 

 今年度は新型コロナウィルスの感染予防対策の為に、体育祭の種目で対面で密となる競技を変更し、

文化祭の体育館での実施を取りやめて、学年合唱だけの実施として、その両方を枚方市の陸上競技場で

学園祭として実施しました。例年お越しいただいているご来賓の方々へのご臨席のお願いも遠慮申し上

げ、保護者の席もお子さんが出場される競技以外の時間は、観覧席を離れていただくなどの３密を避け

ていただくようお願いしました。 

 体育の部で競技が盛り上がった時に生徒が観客席の手すりのところに出て、大きな声で声援を送った

ことにより注意を受ける場面もありましたが、生徒たちは１年生から３年生まで本当に一生懸命、競技

にも応援にも取り組んでいました。特に３年生は各団とも１・２年生に作戦を伝授したり指導して、立派

に務めを果たすとともに、全体を盛り上げ初めての取組みとなる学園祭の成功に大いに力を発揮しまし

た。１年生から３年生まで真剣に競技に臨み、全力で取り組めていました。素晴らしかったと思います。 

 また、文化の部の学年合唱は、陸上競技場のフィールド（保護者の方にもフィールドに降りていただき

ました）にいる聞き手に向けて、高い離れた位置にある観客席で歌う形をとりました。かなりの距離があ

りましたが、３学年とも十分に陸上競技場のフィールドまで響き渡る声量で歌えていました。もともと

山中生は歌が好きで日常の音楽の授業でもとても声量豊かな歌声で歌っているのですが、それを十二分

に発揮していました。どの学年もよく頑張っていましたが、特に２年生・３年生は男声の音程が正確で、

素晴らしいハーモニーに仕上がっていました。３年生は修学旅行から戻ってからのわずか２週間の取組

みで、ここまで完成させたのはすごいと感じました。 

 学園祭を成功させるために、その中心となり取組を進めた生徒会本部のみなさん、そして係の仕事を

責任もって努めてくれた代議員はじめ、体育係や学習・文化・環境保健・放送・陸上部等々の委員のみな

さん、お疲れ様でした。あなた方の活躍があったからこその学園祭の成功だったと思います。本当に良い

学園祭となりました。 

それでは、写真を学園祭の進行順でご覧ください。なお、写真は、山田中学校のホームページに多数掲

載しております。カラーで見ることができますので、次のページにアクセスしてそちらをご覧ください。 

山田中学校令和 2年度学園祭のアドレス：https://www.city.hirakata.osaka.jp/0000032313.html 

●体育の部 
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札見てＧｏ！          ４×100ｍリレー         二人三脚 50ｍ走 

 

 

 

 

 

 

 

団対抗 台風の目        団対抗 多脚リレー      大縄跳び（８の字跳び） 

 

 

 

 

 

 

 

団対抗リレー          昼食              クラブ対抗リレー 

 

 

 

 

 

 

 

１年全員リレー         ２年全員リレー        ３年全員リレー 

 

 

 

 

 

 

 

 

●文化の部 

学年合唱（１年）        学年合唱（２年）       学年合唱（３年） 

 

 

 

 

 

 

 

●閉会式 

                  

 

 

 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

  

 

３年生の皆さんへ 

昨日で中間テスト１週間前です。 

気持ちをぐっと引き締めて、計画

的にテスト勉強を進めましょう！ 

12月にはほぼ進路先を決定しなけ

ればなりません。この先は自分と

の戦いです。しっかりと！！ 


